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1．作業環境の改善状況

●発電所構内においては、汚染状況に応じて、3つのゾーン（Red/Yellow/Green）に分類し
それぞれに適した装備を着用する運用を行っています。
●これまでフェーシング・ガレキ撤去等の放射線量低減対策に伴い汚染状況が低減され、よ
り軽装備（ヘルメット・使い捨て防じんマスク・ゴーグル・手袋・作業用靴）で入域が可能
なGreenゾーンを順次拡大し、現在では敷地面積の約96％となっています。
●また、Greenゾーンの中でも、放射性物質による汚染の広がりがないことを確認できたエリ
ア（入退域管理棟・休憩所周辺・免震重要棟周辺等）については、2017年3月30日以降、
シューズカバー無しで手袋の着用のみで移動が可能な範囲としました。

図1.発電所構内におけるゾーンレイアウト

：Redゾーン
：Yellowゾーン
：Greenゾーン
：Greenゾーン(手袋の着用のみで移動が可能な範囲)

表1.ゾーン・エリア毎の主な装備
N
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２．追加装備不要で移動・ご視察等が可能な範囲の拡大について

●手袋着用のみで移動が可能な範囲について、環境改善を進め、移動者が使用した手袋の汚染
測定を行い汚染がないことを確認し、発電所で働く作業員のさらなる負担感の軽減ならびに
廃棄物の低減を目的として、10月1日から手袋も含めて追加装備は不要で移動を可能としま
した。
●合わせて、靴への汚染伝搬がないことを確認できた休憩所周辺と免震重要棟周辺を結ぶ歩道
等にも追加装備不要の適用範囲を拡大しました。
●さらに、同じく靴への汚染伝搬がないことを確認できた1-4号機の西側にある高台について
も11月1日から適用拡大し、お越しいただいたままの服装でのご視察等を可能としました。
これによりご視察等における装備の負担感もなくなり、さらには、構内に入域される準備時
間の短縮につながっていきます。
●引き続き、作業環境の管理を徹底し、作業員の安全確保を第一に、廃炉作業に取り組んでま
いります。

写真提供：日本スペースイメージング（株）

(C)DigitalGlobe
図2.

追加装備不要で移動・ご視察等が可能な範囲

：2018年9月までのエリア ：順次拡大したエリア

N

休憩所周辺と免震重要棟
周辺を結ぶ歩道等

（10月1日から適用拡大）

1-4号機5,6号機

1-4号機の西側にある
高台

(11月1日から適用拡大）
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（参考）11月１日 内堀知事の視察状況

（引用）
「NHK NEWS WEB」より
https://www3.nhk.or.jp/lnews/fukushima
/20181101/6050003272.html
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（参考）移動者が使用した手袋の汚染測定結果

確認日時：2018年6月14日~2018年6月27日
測定器：β線シンチレーション式サーベイメータ（直接法）

測定確認対象 測定数（双） 測定結果

6月14日~6月27日
移動時に使用された手袋

1350
＜0.8Bq/cm2

（検出限界未満）

入退域管理棟と休憩所間の徒歩移動時に使用された手袋の汚染確認を実
施し、有意な汚染が検出されないことを確認。
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（参考）徒歩による靴の汚染測定結果

確認日時：2018年8月14日
確認対象：右図①~④の地点
測定器：GM管式サーベイメータ（直接法）

追加装備不要で移動・ご視察等が可能な範囲を拡大するにあたり、
徒歩による靴の汚染調査を実施し、有意な汚染が検出されないこと
を確認。

単位：Bq/cm2

①

②

③

④

地点 ① ② ③ ④

靴表面 靴表面 靴表面 靴表面

スニーカー <5.2×10-1 <5.2×10-1 <5.2×10-1 <5.2×10-1

安全靴 <5.2×10-1 <5.2×10-1 <5.2×10-1 <5.2×10-1

測定箇所

試験条件

※いずれの値も検出限界未満


